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原 著

小中学生における親子関係と自尊感情との関連： 

家庭の経済状況とヤングケアラーの視点から
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目的　小中学生を対象に， 家庭の経済状況やヤングケアラーかどうかを統計的に調整した上で，

子ども自身が評価した親子関係が自尊感情と関連するかを検討した。

方法　2024年に由利本荘市内の小学 5 年生， 中学 2 年生を対象に実施された質問票調査の回答

データ893人分を用いた。曝露である「親子関係が良くない」は，6 つの質問中 1 つ以上の質

問で「やや当てはまらない/当てはまらない」と回答した場合と定義した。主要アウトカムの

自尊感情は， 東京都版自尊感情測定尺度の合計値（3～12）を用いた。家庭の経済状況に「余

裕がない」は， 家庭の暮らしぶりが「やや余裕がない/とても余裕がない」と回答した場合と

した。ヤングケアラーは家族の世話をしており， かつ， それが生活に影響していると回答し

た子どもとした。線形回帰モデルを用い， 自尊感情尺度の合計値を被説明変数， 親子関係（参

照：良い）， 家庭の経済状況（参照：余裕あり）， ヤングケアラー（参照：非該当）， その他の

共変量を説明変数とし， 偏回帰係数（各説明変数の参照群に対する自己肯定感尺度の合計値の

差）の点推定値と95% 信頼区間（CI）を推定した。

結果　対象者は， 女性49%， 小学 5 年生52%， ひとり親世帯17%， 親子関係が良くない者23%， 経

済状況に余裕がない者10%， ヤングケアラー 2 % で， 自尊感情尺度は中央値9.5点だった。基

本特性を比較すると， 親子関係が良くない者は良い者に比べ， 女性・自覚的な健康状態が良

くない者・経済状況に余裕がない者の割合がそれぞれ高く， 相談できる人がいる者の割合が

低い， という特徴があった。自尊感情尺度の合計値は， 親子関係が良くないと－0.98点有意に

低かった（95% CI; －1.19， －0.77）。また， 経済状況に余裕がないと－0.21（95% CI; －0.50，
0.09）， ヤングケアラーに該当すると0.25（95% CI; －0.26， 0.75）であった。

結論　以上から親子関係は， 家庭の経済状況によらず， 小中学生における自尊感情の発達におけ

る中核的な要因である可能性が示唆された。
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Ⅰ 緒 言

自尊感情とは， 自己の受容や尊重を表す肯定的な

自己評価である1)。自尊感情が高いことは， 人間関

係（親密さ， 社会的つながりなど）， 学業（成績や

退学など）， 仕事（職務満足度や職業的成功など），

精神的健康（不安や抑うつ）， 身体的健康（健康問

題や身体機能など）， 反社会的行動（犯罪や非行な

ど）など， 幅広い側面に肯定的な結果をもたら

す1)。子ども期， とくに思春期は自尊感情が低下し

やすい脆弱な時期とされ， この時期の低い自尊感情

は成人期のうつ症状や不適応行動につながるリスク

要因となることが報告されている2,3)。また， 自尊

感情は比較的安定した特性であり， 青年期までに形

成された水準はその後の数十年にわたり持続する傾

向があるため， この時期までに自尊感情を高めるこ

との意義は大きい4)。

子どもの自尊感情には， 社会経済的状況5)， 友人

関係6)， いじめ7)， 教師や他生徒との関係性や学校
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への所属感8)， 身体活動9) など多様な要因が関連す

る。なかでも親との関係性は， 子どもが過ごす時間

が長く， その関係性が発達に重大な影響を与えるこ

と10)， 介入により改善の可能性があることから， 子

どもの自尊感情に関連する重要な要素と考えられ

る。親子関係の定義は一意ではないが， 親子関係と

自尊感情との関連を検討したメタ解析では， 受容や

情緒的支援， 信頼に基づいたコミュニケーション，

適切な行動や活動の監督， 親への愛着の安定性など

が促進因子として， 過保護や自立性の欠如などが阻

害因子として特定されている11,12)。

親子関係と子供の自尊感情を検討する上で重要な

因子がある。第一に， 家庭の経済状況である。先行

研究によれば， 貧困世帯であると親子関係のスコア

が非貧困世帯より低いこと13)， また貧困が親の子へ

の関わりを介して子どもの自尊感情の低下と関連す

ること14) が報告されている。ただし， この研究で

親の関わりの評価は， ほとんどが親によるもので

あった14)。親子関係に関して子どもと親の評価が一

致しないという報告もあり15)， 自尊感情との関連や

経済状況の影響が， 子ども本人の視点から評価され

ることが重要である。

第二に， 近年，「家族にケアを要する人がいる場

合に， 大人が担うようなケア責任を引き受け， 家事

や家族の世話， 介護， 感情面のサポートなどを行っ

ている， 18歳未満の子ども」16) であるヤングケア

ラーが社会問題として認識されている。ヤングケア

ラーはその責任や負担から親子関係の構築に困難を

抱えうるともされ17)， 経済状況と同様に， 親子関係

と自尊感情との関連を交絡する可能性がある。しか

し我々が知る限り， これを検討した先行研究はな

い。

さらに， 前述の親子関係と自尊感情との関連や経

済状況・ヤングケアラーの影響を検討した先行研究

の多くが海外で実施されており5,11～13,15,17)， 日本人を

対象にこれらを検証することは， 本邦の子どもたち

への支援を考える上で重要である。

そこで本研究では， 小中学生を対象に， 子ども自

身が評価した親子関係が， 家庭の経済状況やヤング

ケアラーかどうかを統計的に調整した上で， 自尊感

情と関連するかを検討した。

Ⅱ 研 究 方 法

1. 対象
本研究は秋田県由利本荘市社会福祉協議会が市の

関係部署や教育委員会と実施した「子供の生活・親

子関係に関するアンケート調査」を二次利用した。

調査は， 2024年 2 月に市内の小学 5 年生と中学 2 年

生1,090人を対象に匿名で実施され， 896人（82%）

から回答が得られた。本研究では， 主要な変数がす

べて欠測だった 3 人を除外し， 893人を解析対象と

した。調査にあたって， 対象の子どもとその保護者

に対し， 目的， 無記名で個人が特定されないこと，

回答は任意であること， 得られたデータの解析結果

が研究目的で公表される可能性があることを文書で

説明した。調査は授業時間内に実施され， 児童・生

徒本人が回答し， 封筒に入れ専用の回収箱で社会福

祉協議会職員が回収した。無記名式の調査であった

ことから， 調査票を返却したことで同意が得られた

ものとした。本研究は秋田大学大学院医学系研究

科・医学部倫理委員会の承認を得て実施した（承認

番号：3213， 許可日：2024年 9 月24日）。

2. 親子関係
親子関係に関する質問は， 札幌市の調査18) をも

とに作成された 6 項目を用いた：①親は私の言うこ

とを真剣に聞いてくれる， ②親は私の気持ちを分

かってくれる， ③親は困っているときに励ましてく

れる， ④親は私の興味やふだんの生活のことを知っ

ている， ⑤ふだんの生活について親と話し合う， ⑥

親は私が外出するときの行先や誰と一緒かを知って

いる。各質問は「当てはまる」～「当てはまらな

い」の 5 件法で尋ねた（Cronbach の α係数0.84）。
1 項目以上で「やや当てはまらない/当てはまらな

い」と回答した場合を， 親子関係が「良くない」，

それ以外を「良い」とし， 親子関係が良くない＝

1， 良い＝0 とするダミー変数とした。

3. 家庭の経済状況・ヤングケアラー
経済状況は，「あなたから見て， お家の暮らしは

どう見えていますか。」という質問に対し，「とても

余裕がある」～「とても余裕がない」「わからない」

の 6 件法で尋ねた。「やや余裕がない/とても余裕が

ない」と回答した場合を経済状況に「余裕なし」，

それ以外を「余裕あり」とし， 余裕なし＝1， 余裕

あり＝0 とするダミー変数とした。

ヤングケアラーは過去の調査19) をもとに以下の

2 条件を満たす子どもと定義した。①「家族の中に

高齢や病気， 身体が不自由， おさないなどの理由に

より， あなたがお世話をしている人はいますか」と

いう質問に対し「いる」と回答した者。②上記①で

「いる」と回答した者のうち，「あなたは， 家族のお

世話をすることで， 次のようなことやあきらめたこ

とはありますか。（複数回答可）」という質問で， 1
つ以上に該当すると回答した者。なお， ②の項目は

以下の 9 項目であった：「学校に行けないことがあ

る」「学校を遅刻・早退する」「勉強する時間がな

い」「睡眠が十分にとれない」「友人と遊べない」
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「部活動やスポ少， 習いごとができない」「自分の自

由な時間がない」「自分が自由に過ごせる場所がな

い」「学校に通うことの意味が分からなくなる」。上

記 2 条件の両方を満たした子どもを「ヤングケア

ラー該当」， それ以外を「非該当」とし， ヤングケ

アラー該当＝1， 非該当＝0 とするダミー変数とし

た。

4. 自尊感情
自尊感情は， 東京都版自尊感情測定尺度で測定し

た20)。尺度は， 自己評価・自己受容（8 項目）， 関

係の中での自己（7 項目）， 自己主張・自己決定（7
項目）からなる。すべて「あてはまる（4）」～「当

てはまらない（1）」の 4 件法で質問され， 3 要素の

平均値（各 1～4）を算出， その合計（3–12）を用

いた。値が高いほど自尊感情が高いことを示す。

Cronbach の α係数は全22項目で0.91， 3 要素の平均

値で0.83であった。

5. その他の変数
共変量として， 性別， 学年， 家族構成， 直近 2 週

間の健康状態， 相談できる人の有無を用いた。性別

は男＝1， 女＝2， わからない＝3 の名義変数で， 男

性を参照とした。学年は小学 5 年＝0， 中学 2 年＝

1 とした。家族構成は， 両親と同居＝1， ひとり 
親＋祖父母と同居＝2， ひとり親または祖父母との

み同居＝3 の名義変数で， 両親と同居を参照とし

た。直近 2 週間の健康状態（良くない～良いの 5 件

法）は順序変数， 相談できる人は， いる＝1， いな

い＝0 のダミー変数とした。

6. 統計解析
順序変数は中央値（四分位範囲）， 名義変数は人

数（%）で集計した。

親子関係・経済状況・ヤングケアラーと自尊感情

との関連は， 自尊感情尺度を結果変数， 親子関係・

家庭の経済状況・ヤングケアラーの 3 変数を曝露変

数とし， 上述の共変量で調整した多変量線形回帰モ

デルを用いた。親子関係良い（参照：良くない），

経済状況余裕あり（参照：余裕なし）， ヤングケア

ラー非該当（参照：該当）の， 自尊感情尺度の合計

値の差の偏回帰係数と95% 信頼区間（95% Confi-
dence Interval， 95% CI）を推定し， 自由度調整済

み決定係数も算出した。

感度分析として， 第一に親子関係の定義につい

て， 6 つの質問のうち「やや当てはまらない/当て

はまらない」と回答した質問数を 1～6 問まで変更

し， それぞれの area under the curve（AUC）を算出

し， Delong 検定で比較し親子関係の定義の精度を

検討した。AUC は0.7以上で許容できると考えられ

ている21)。アウトカム変数は， 自尊感情尺度の合計

の中央値を用い， 中央値未満を自尊感情が低い， 中

央値以上を高いとする 2 値変数， その他の変数は主

解析と同一とし， 親子関係を 6 パターン変更したロ

ジスティック回帰モデルを用いた。第二にヤングケ

アラーの定義を， あきらめたことが 2 つ以上， 3 つ

以上， 4 つ以上， 5 つ以上と 4 パターンを作成し，

それぞれ主解析と同一モデルで， 線形回帰モデルを

再解析した。

説明変数の欠測は連鎖方程式による多重代入法を

用い補完した22)。解析に用いた全変数を用い50個の

代入データセットを作成， ルービンのルールに従っ

て回帰分析で得られた偏回帰係数と調整有症割合比

の点推定値と信頼区間を統合した23)。なお， 自由度

調整済み決定係数については統合することが適さな

いため， 平均値と標準偏差， 最大値， 最小値を算出

した。本研究では， すべての回帰分析で多重代入後

のデータセットを用いた。

検定はすべて両側検定， 有意水準は0.05， 解析は

SAS 9.4（SAS Institute, Inc.）を用いた。

Ⅲ 研 究 結 果

1. 対象者の特性
対象者全体の基本特性は， 女性433人（49%）， 小

学 5 年生463人（52%）， ひとり親世帯148人（17%），

自尊感情9.5（8.5–10.5）点， 親子関係が良くない

200人（23%）， 経済状況に余裕なし91人（10%），

ヤングケアラー20人（2 %）であった（表 1）。親子

関係が良くない者は， 良い者に比べ， 女性・小学 5
年生・ひとり親世帯・最近 2 週間の健康状態が良く

ない者・経済状況に余裕がない者が多く， 自尊感情

尺度は合計・領域別とも低かった。また， 家庭の経

済状況に余裕がない者は， 余裕がある者に比べ， 女

性・中学 2 年生・ひとり親世帯・健康状態が良くな

い者・親子関係が良くない者が多く， 相談できる人

がいる者が少なく， 自尊感情が低かった（表 1）。
同様に， ヤングケアラーの該当者は， 非該当者に比

べ， 女性・小学 5 年生・最近 2 週間の健康状態が良

くない者・経済状況に余裕がない者・親子関係が良

くない者が多く， 相談できる人がいる者が少なく，

自尊感情はわずかに高かった（表 1）。
2. 親子関係， 家庭の経済状況およびヤングケア
ラーと自尊感情との関連

多変量線形回帰分析の結果， 自尊感情尺度の合 
計値は， 親子関係が良い者に比べ， 良くない者で 
－0.98（95% CI; －1.19， －0.77; P＜0.001）と有意

に低かった（表 2）。経済状況は， 余裕がある者に

比べ， 余裕がない者で－0.21（95% CI; －0.50，0.09; 
P＝0.17）， ヤングケアラーの非該当者に比べ， 該当
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者では0.25（95% CI; －0.26， 0.75; P＝0.34）と関連

は有意ではなかった（表 2）。50の代入データセッ

トにおける自由度調整済み決定係数は， 平均0.245
（最小0.229–最大0.259）であった。

3. 感度分析
親子関係の定義を変更し AUC を推定した結果，

「やや当てはまらない/当てはまらない」と回答した

質問数 1 項目以上で親子関係が良くないと定義した

場合に最も高く， 0.758（95% CI， 0.723–0.793）で

あった（表 S1）。また， ヤングケアラーの定義を 
変更しアウトカムとの関連を再解析したが， 自 
尊感情との関連については主解析と同様であった

（表 S2）。

Ⅳ 考 察

本研究の結果， 親子関係が良いことと子どもの自

尊感情の高さが， 家庭の経済状況やヤングケアラー

であるかで統計学的に調整しても， 有意に関連し

た。この結果は， 親子関係と自尊感情11,12) との関連

を示した先行研究と一致している。また， 親の評価

による子どもへの関わりと自尊感情との関連が報告

されているが14)， 本研究は子ども自身が評価した親

子関係が， 自尊感情と関連することを示した。次

に， 家庭の経済状況やヤングケアラーであるかは，

自尊感情とは有意な関連を示さなかった。この知見

は， 子どもが置かれている家庭の状況によらず， 広

く子どもの精神的健康の向上のための， 良好な親子

関係の構築支援の重要性や今後の政策への寄与を示

唆するものである。

良好な親子関係が自尊感情と関連する背景には，

心理社会的なメカニズムが関与していると考えられ

る。愛着理論によれば， 親から安定した愛情や受容

を得ることで「自分は価値があり愛される存在であ

る」という内的作業モデルが形成され， これが肯定

的な自己評価につながる11)。また， シンボリック相

互作用論の立場からも， 子どもの自尊感情は， 養育

者など重要な他者による評価を継続的な社会的相互

作用の中で内在化することによって発達するとされ

る11)。さらに， 情緒的受容や信頼に基づくコミュニ

ケーション， 適切な行動の監督は， 安心感や安定感

を提供し， 自尊感情を高める要因となることが報告

されている12)。一方で， 過干渉や拒否的態度は自尊

感情を阻害するリスク要因とされる12)。このような

知見は， 本研究の結果と一致しており， 子どもの自

尊感情に対する， 親子関係を通じた心理社会的支援

の重要性を示唆している。

本研究で用いた親子関係の項目は， 子どもによる

評価を用いた親子関係と自尊感情との関連を扱った
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メタ解析12) で示された， 親の支援（支持的な支援，

受容， 情緒的支援など）， 信頼に基づいた統制（民

主的なコミュニケーションや関係など）， 行動統制

（監督， 活動や所在の追跡）といった促進因子と整

合的であった。既存の尺度を参照すると，「親は私

の言うことを真剣に聞いてくれる」は情緒的支

持24)，「親は私の気持ちを分かってくれる」は情緒

的受容24)， 信頼25)，「親は困っているときに励まし

てくれる」は情緒的支持24)，「親は私の興味やふだ

んの生活のことを知っている」と「親は私が外出す

るときの行先や誰と一緒かを知っている」は不十分

な監護26,27)，「ふだんの生活について親と話し合う」

は関わり26,27) にそれぞれ対応すると推察される。

よって， 本研究で用いた質問群は， 自尊感情との関

連が認められた親子関係に関する要素を含んでいた

と思われる。

経済状況は， 自尊感情と関連しなかった。先行研

究では， 保護者の年収に基づく貧困と自尊感情との

関連を， 親の関わりが媒介したことが報告されてい

るが14)， 本研究で経済状況は子どもの主観的評価で

あり， 自尊感情の測定尺度も異なる14)。こうした違

いが結果の差異に影響した可能性がある。ヤングケ

アラーについても， 本研究では自尊感情との関連は

認めなかった。イギリスの縦断研究では， ヤングケ

アラーになることは人生の満足度低下と関連してい

たことから28)， 自尊感情以外の面で子どもに負の影

響を及ぼす可能性がある。

本研究の限界を以下に述べる。第一に， 使用した

親子関係の指標は， 妥当性が検証されていない。内

的整合性は Cronbach の α ＝0.84と比較的高かった

が， 今後は， 妥当性が確認された指標を用いること

が望ましい。第二に， 先行研究で指摘されている親

の性別よる親子関係と自尊感情との関連の違いを考

慮できていない29)。第三に， 経済状況は子供の主観

的評価によるものであり， 保護者の年収情報を用い

た先行研究14) と比較し， 測定誤差が大きかった可

能性がある。一方で， 子どもが評価した家庭の経済

状況と親の報告した年収とに中程度の相関を示した

とする報告もあり30)， ある程度の妥当性はあったと

推察する。将来的に保護者への調査も併用し， 精度

を高める必要がある。第四に本研究は横断研究であ

り， 親子関係が将来的な自尊感情の変化に因果的に

関連するかは言及できない。今後， 前向き研究によ

り因果関係を明らかにすることが重要である。最後

に， 本研究は一自治体の小学 5 年生， 中学 2 年生の

みを対象とした調査であり， 結果の一般化には限界

がある。

Ⅴ 結 語

本研究の結果から， 親子関係は， 小中学生におけ

る自尊感情の発達において， 中核的な保護要因とな

りうるという仮説が得られた。今後は， 前向き研究

を通じて因果関係を解明するとともに， 多様な関係

者と連携し， 親子関係への介入方法や支援体制の構

築が求められる。

表 2 親子関係， 家庭の経済状況， ヤングケアラーと自尊感情との関連

偏回帰係数 95% 信頼区間

変数 点推定値 下限 上限 P 値

親子関係良くない（ref. 良い） －0.98 －1.19 －0.77 ＜0.01
経済状況余裕なし（ref. 余裕あり） －0.21 －0.50 0.09 0.17
ヤングケアラー該当（ref. 非該当） 0.25 －0.26 0.75 0.34
性別（ref. 男性）

　女性 －0.25 －0.43 －0.07 ＜0.01
　わからない －0.86 －1.80 0.09 0.08
中学 2 年（ref. 小学 5 年） 0.08 －0.10 0.26 0.37
家族構成（ref. 両親と同居）

　ひとり親＋祖父母と同居 0.14 －0.21 0.49 0.43
　ひとり親または祖父母とのみ同居 －0.16 －0.46 0.14 0.30
直近 2 週間の健康状態 0.33 0.25 0.41 ＜0.01
相談できる人がいる（ref. いない） 0.86 0.60 1.12 ＜0.01

自由度調整済み決定係数：平均0.245（標準偏差0.006， 最小0.229–最大0.259）
略語：ref.， reference。偏回帰係数および95% 信頼区間は各説明変数の参照群に対する自己肯定感尺度の合計値の差
を示す。説明変数の欠測は連鎖方程式による多重代入法で代入した。調整済み R2 乗値は作成した50の代入データ
セットの要約統計量である。
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Association between parent-child relationships and self-esteem among elementary  
and junior high school students: Considering household economic status  

and young carer status

Teiichiro YAMAZAKI*, Hitoshi SHOJI*,2*, Masahiro IWAKURA*, Songee JUNG* and Kyoko NOMURA*

Key words :  self-esteem, parent-child relationships, elementary and junior high school students, household eco-
nomic status, young carers

Objective　This study investigated whether self-rated parent-child relationships are associated with self-esteem 
among elementary and junior high school students, after statistically adjusting for family economic status 
and young carer status.

Methods　In 2024, 893 anonymous questionnaires were administered among fifth-grade elementary and sec-
ond-grade junior high school students in Yurihonjo City, Japan. Exposure—defined as a “poor par-
ent-child relationship”—was determined based on responses indicating “somewhat does not apply” or 
“does not apply” to one or more of six relevant items. Self-esteem was measured using the total score 
ranging from 3 to 12 on the Tokyo version of the Self-Esteem Scale. “Financial difficulties” were defined 
as responses indicating that the household’s living conditions were “somewhat difficult” or “very diffi-
cult.” Young carers were defined as children who provided care to family members in a manner that 
affected their daily lives. A linear regression model was used to examine the association between par-
ent-child relationships and self-esteem. The total score on the self-esteem scale was treated as the depen-
dent variable, whereas parent-child relationship (reference: good), household economic status (reference: 
sufficient), young carer status (reference: non-carer), and additional covariates were included as inde-
pendent variables. Regression coefficients representing differences in self-esteem scores relative to the ref-
erence categories were estimated along with their 95% confidence intervals (CIs).

Results　 Among the participants, 49% were female, 52% were fifth-grade elementary school students, and 
17% lived in single-parent households. A total of 23% participants reported poor parent-child relation-
ships, 10% reported economic difficulties, 2% were young carers, and the median self-esteem score was 
9.5. Regarding basic characteristics, children who reported poor parent-child relationships when com-
pared to those with good relationships, exhibited the following features: a higher proportion of females, 
poorer self-rated health, and limited household economic status, while a lower proportion had someone 
to consult. After adjusting for covariates, the difference in self-esteem scores was −0.98 (95% CI: −1.19 to 
−0.77) for poor parent-child relationships. In addition, the total self-esteem scale score was −0.21 (95% 
CI: −0.50 to 0.09) among those experiencing poorer household economic status and 0.25 (95% CI: 
−0.26 to 0.75) among those identified as young carers.

Conclusion　 These findings suggest that parent-child relationships may serve as a key factor in fostering self-es-
teem among elementary and junior high school students.

*  Department of Environmental Health Science and Public Health, Akita University Graduate 
School of Medicine

2*  Yurihonjo City Council of Social Welfare, Honjo Office


